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宇
治
市
国
際
親
善
協
会
の
平
成

十
二
年
度
総
会
が
、
四
月
二
十
九

日
に
宇
治
市
役
所
八
階
大
会
議
室

で
、
会
員
一
七
三
名
（
う
ち
委
任

状
出
席
一
四
三
名
、
会
員
数
二
六

〇
名
）
　
の
出
席
の
も
と
、
開
か
れ

ま
し
た
。
議
事
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。
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＊
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ま
ず
、
平
成
十
一
年
度
事
業
報

告
案
お
よ
び
収
支
決
算
案
が
あ
わ

せ
て
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
次
に
、
平
成
十
二
年
度
事
業

計
画
案
お
よ
び
予
算
案
も
あ
わ
せ

慈
誉
副
等
麗
・
新
駈

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
規
約
第

8
条
に
名
誉
副
会
長
を
加
え
る
と

い
う
改
正
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
　
ま
た
、
監

事
の
平
田
泰
彦
氏
の
辞
任
に
伴
い
、

新
監
事
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
国
際
交
流
に
向
け

て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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監
向　　中
井　　牧

祥轟直
夫　　人

て
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
度
収
支
決
算
お
よ
び

平
成
十
二
年
度
予
算
は
次
貢
の
別

表
の
と
お
り
で
す
。

総
会
で
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出

る
中
、
成
陽
市
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス

市
と
の
交
流
は
深
ま
っ
て
い
る
が
、

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
と
の
交
流
の
見

通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

と
い
う
質
問
や
、
会
員
の
数
を
も

っ
と
増
や
す
努
力
を
し
よ
う
と
い

っ
た
提
案
が
出
ま
し
た
。

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
は
、
現
在
内

戦
が
続
い
て
お
り
、
公
式
訪
問
団

の
派
遣
が
難
し
い
状
態
で
す
。
一

目
も
早
く
内
戦
が
終
結
し
、
訪
問

団
が
派
遣
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。

総
会
で
出
た
意
見
を
参
考
に
、

当
協
会
で
は
一
人
で
も
多
く
の
方

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
事
業
や
活

動
を
中
心
に
積
極
的
に
実
施
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
際
親
善
協
会
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行

約
五
〇
〇
部
を
発
行
し
、
会
員

の
皆
様
や
関
係
団
体
に
お
配
り
し

ま
す
。
年
四
回
の
発
行
を
目
指
し
、

よ
り
一
層
内
容
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

当
ニ
ュ
ー
ス
や
国
際
親
善
に
関
す

る
こ
と
で
、
体
験
談
や
ご
意
見
な

ど
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
記
事
の

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

語
学
講
座

中
国
語
（
初
級
…
定
員
十
五
名
）
、

英
語
（
初
級
…
定
員
二
十
五
名
）

の
二
コ
ー
ス
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
　
平
成
十
二
年
十
月
～
平
成

十
三
年
三
月
・
合
計
十
六
回

畿
激
　
会
員
の
皆
様
は
八
千
円

＊
詳
し
く
は
、
市
政
だ
よ
り
（
十

月
頃
発
行
）
　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

当
協
会
が
目
指
す
市
民
の
草
の

根
交
流
の
核
と
な
る
人
を
養
成
す

る
た
め
に
会
員
・
市
民
の
方
を
対

象
に
開
催
し
ま
す
。
今
年
度
は
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

開
催
時
期
は
平
成
十
二
年
秋
頃

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
、
市
政
だ
よ
り
（
十

月
頃
発
行
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宇
治
市
内
留
学
生
市
内
探
訪
ツ
ア
ー

今
年
度
は
宇
治
市
内
の
留
学
生

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

開
催
は
平
成
十
二
年
十
一
月
頃

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。今

年
度
も
講
演
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
未
定

で
す
が
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
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こ
の
他
に
も
多
く
の
事
業
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
皆
様
の
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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㊨　5月11日（木）～16日（火）、カムループ㊨

㊤　ス市と宇治市の友好都市盟約締結10周年を㊤

；誉二二二二三雲三≡霊
㊤　市を訪れました。サッカーチームのメンバー㊤

霊好の絆を深めました0ホストファミリーを霊

㊤　してくださった一人、谷万昌さんがその時㊤

㊤　の感想文を寄せくださいました。本当にあ㊨

霊。かとうございました0　　　霊
㊨　なお、熱戦の結果は、カムループス市の㊨

㊨　2勝1敗でした。　　　　　　　　　㊨

㊨－。－。－。－○－0－○－㊨

霊　　宇治サッカー協会谷　万昌霊
㊨　今回で二回目のホームステイを受け入れ㊨

㊤　る事になりました。言葉のハンデはあるも　㊨

㊤のの、お互いに「サッカーをやっている者」璽

平成11年度宇治市国際親善協会収支決算
収入の部

項　 目 当初予算顧 収入済額 説　　　　　　 明

1 会　 費 787 ，0 00 7 15，00 0

1 個人会員　 ＠ 2β00 ×17 5口　 3 50，0 00

2　 団体会員　 ＠ 5，0 00 × 2 1口　 105，00 0

3　 法人会員　 ＠ 10，000 × 2 6ロ　 260 刀00

4　 過年度分　　　　　　　　　　　　 0

2 補助金 2，0 00，000 1，209 ，2 62

1 宇治市補助　　　　　　　　 500，0 00

2　 訪 問団派遣事業補助　　　　　 502 ，76 2

3　 京都府国際センター助成　　　 200 ，0 00

4　 生涯学習セ ンター助成　　　　　 6 ，5 00

3 負担金 320，0 00 2 96，00 0 1 語学講座参加者負担金

4 雑　 入 1，000 46 5 1 預金利息

5 繰越金 1，14 2，600 1，142 ，6 00 1 前年度繰越金

合　 計 4，2 50，6 00 3調 3 ，3 27

㊤は宇治市内の家庭にホームステイをし、友㊨支出の部
項　 目 当初予算額 支出済額 説　　　　　　 明

1 会議費 50，0 00 0

2 報償費 80 ，0 00 10 ，00 0 1 餞別

3 事務費 30 0，0 00 125，8 30

1 消耗品費　　　　　　　　　 18 ，210

2　 通信運搬費　　　　　　　　 18 ，370

3　 印刷製本蛍　　　　　　　　　 89 ，250

4 事業費 3，550，000 2，438 ，7 60

1 会報発行 （3 回分）　　　　 149 ，4 90

2　 語学講座　　　　　　　　　　 50 5，2 20

3　 日本語基礎講座　　　　　　 859 ，157

4　 ホームステイ講座　　　　　　 73，420

5　 提携事業　　　　　　　　　　 90 ，000

6　 友好都市交流事業　　　　　 502 ，7 62

7　 きょうと探訪留学生 ツアー　　 29，523

8　 来訪者歓迎　　　　　　　　 229、1 88

5 予備費 270，600 0

合　 計 4，250，600 2，574 ，5 90

収入総額3調3，327円から支出総額2，5牲590円を差し引いた残額788，737円は

霊ふ這這言誌げ；言蒜霊翌年度へ繰り越します0
㊨　ちが通じ合えたと思います。　　　　　㊤

㊨　昼間の交流試合や夜の歓送迎会・選手交㊨

霊流会では全てのメンバーと楽しい時間を過霊

㊤　ごすことが出来ました0我が家に帰ってか㊨

㊨　らも短い時間でしたが、家族を交えて辞書㊨

霊を片手にお互いの家庭や仕事の話などいろ霊

㊨んな事について理解し合えたと恩っていま㊨

㊨　す。　　　　　　　　　　　　　　㊨

㊨　機会があれば今後もホームステイにチャ㊤
㊤

㊨

㊨

㊨

㊨

㊨

㊤

㊨

㊤

㊨

㊨

㊤

㊨

㊤

レンジしたいと考えています。ありがとう

㊨　ございました。

㊨

㊨

㊨
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㊨
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平成12年度宇治市国際親善協会予算
収入の部

項　 目 当初予算額 説　　　　　　 明

1 会　 費 7 70，000

1 個人会員　 ＠ 2，000 ×200ロ　　　　　　　 40 0，000

2　 団体会員　 ＠ 5，000 × 25口　　　　　　　 12 5，0 00

3　 法人会員　 ＠10，000 × 22口　　　　　　　 22 0，0 00

4　 過年度分　　　　　　　　　　　　　　　　 2 5，000

2 補助金 3，5 00，00 0
1 宇治市補助　　　　　　　　　　　　　　 50 0，000

2　 訪問団派遣事業補助　　　　　　　　　　 3，00 0，0 00

3 負担金 4 00，000 1 語学講座参加者負担金

4 雑　 入 1，00 0 1 預金利子

5 繰越金 7 88，73 7 1 前年度繰越金

合　 計 5，4 59，73 7

支出の部

項　 目 当初予算額 説　　　　　　 明

1 会議費 50，000 1 総会 ・理事会 ・運営部会等

2 報償費 50，000 1 講演会等講師謝礼

3 事務費 200，000

1 消耗品費　　　　　　　　　　　　　　 100，000
2　通信運搬費　　　　　　　　　　　　　　　 50，000

3　 印刷製本費　　　　　　　　　　　　　　　 50，000

4 事業費 4，980，000

1 会報発行 （4 回）　　　　　　　　　　　 200，000
2　語学講座 （中国語 ・英語）の開催　　　　　 500，000

3　 日本語基礎講座の開催　　　　　　　　　　 900，000
4　 ボランティア養成講座　　　　　　　　　 100，000
5　各種団体との提携事業　　　　　　　　　 120，000

6　友好都市交流補助事業　　　　　　　　　 3 ，000，000
7　来訪者歓迎事業　　　　　　　　　　　　 160，000

5 予備費 179，737 1 予備費

合　 計 5，459，737
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現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
「
ジ
ャ

パ
ン
・
フ
ロ
ー
ラ
　
二
〇
〇
〇

淡
路
花
博
」
　
の
会
場
に
近
隣
諸
国

の
庭
園
が
あ
り
ま
す
。
白
い
大
き

な
仏
像
と
榔
子
の
葉
葺
き
で
土
壁

作
り
の
民
家
を
配
置
し
た
質
素
な

庭
園
、
そ
れ
が
ス
リ
ラ
ン
カ
庭
園

で
す
。こ
の
庭
園
は
、
宇
治
市
で
ス
リ

ラ
ン
カ
料
理
店
を
経
営
し
て
い
た

ナ
レ
ン
ド
ラ
さ
ん
が
、
母
国
の
名

誉
観
光
局
長
と
し
て
取
り
組
ま
れ

た
も
の
で
す
。

そ
の
ナ
レ
ン
ド
ラ
さ
ん
か
ら
、

「
ス
リ
ラ
ン
カ
友
の
会
」
　
に
花
博

の
最
初
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
で

あ
る
四
月
九
日
の
　
『
ス
リ
ラ
ン
カ

・
デ
ー
』
　
に
ス
リ
ラ
ン
カ
舞
踊
の

出
演
依
頼
が
あ
り
、
国
際
親
善
協

会
事
業
と
し
て
「
友
の
会
」
　
の
二

十
六
名
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
花
博

を
訪
れ
た
人
達
に
舞
踊
を
披
露
し

ま
し
た
。
「
友
の
会
」
　
の
皆
さ
ん
は
、
ス

リ
ラ
ン
カ
の
国
内
事
情
で
途
切
れ

て
い
る
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
と
の
交

流
事
業
と
し
て
、
舞
踊
以
外
に
も

ス
リ
ラ
ン
カ
料
理
や
民
芸
品
の
展

示
・
即
売
コ
ー
ナ
ー
で
手
分
け
し

て
協
力
さ
れ
、
終
日
ス
リ
ラ
ン
カ

・
デ
ー
の
主
役
と
し
て
大
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
日
の
感
想
を

「
友
の
会
」
　
の
今
村
周
子
さ
ん
と

多
田
き
み
子
さ
ん
が
当
協
会
ま
で

寄
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

じ
て
お
互
い
の
理
解
を
深
め
よ
う

と
、
料
理
教
室
や
舞
踊
サ
ー
ク
ル

等
を
企
画
し
て
参
り
ま
し
た
。

四
月
九
日
、
淡
路
花
博
「
ス
リ

ラ
ン
カ
・
デ
イ
」
　
に
は
「
ふ
れ
あ

い
ス
テ
ー
ジ
」
　
で
ス
リ
ラ
ン
カ
ダ

ン
ス
を
午
前
と
午
後
の
二
回
披
露

し
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、
明
る
い
舞
台

で
み
ん
な
の
衣
裳
も
映
え
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
観
て
い

た
だ
い
た
多
く
の
人
達
に
ス
リ
ラ

ン
カ
文
化
の
一
端
に
触
れ
て
頂
い

た
と
思
い
ま
す
。

花
博
会
場
の
花
を
観
る
暇
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
、
晴
の

舞
台
で
無
事
踊
る
こ
と
が
出
来
た

の
も
、
親
善
協
会
の
方
、
市
民
の

方
々
の
ご
支
援
の
賜
と
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

牽
這
聖
廟
　
子

「
ス
リ
ラ
ン
カ
友
の
会
」
は
宇
治

市
民
と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
達
と
の

交
流
を
進
め
る
た
め
、
一
九
八
六

年
に
発
足
し
ま
し
た
。
友
の
会
で

は
「
食
」
と
「
民
族
衣
裳
」
を
通

ま
だ
、
淡
路
花
博
が
始
ま
っ
て

半
月
余
り
の
四
月
九
日
早
朝
、
ス

リ
ラ
ン
カ
・
デ
イ
に
出
演
す
る
為
、

バ
ス
で
一
路
淡
路
島
へ
向
か
い
ま

し
た
。

開
場
前
で
別
の
入
口
か
ら
舞
台

裏
へ
廻
り
、
今
日
の
予
定
を
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
午
前
一
回
二
曲
、

午
後
も
同
じ
で
す
。
サ
ァ
大
変
。

「
紅
茶
摘
み
」
　
の
時
は
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
ス
タ
イ
ル
、
「
マ
ウ
ス
ガ
ン

デ
ィ
ア
」
は
少
し
派
手
な
サ
ー
リ

ー
で
キ
ャ
ン
デ
ィ
ス
ク
イ
ル
と
替

え
る
為
、
大
勢
の
方
に
手
伝
っ
て

頂
か
な
け
れ
ば
自
分
一
人
で
は
着

ら
れ
な
い
の
で
必
死
で
し
た
。
時

間
に
な
り
、
足
首
の
鈴
を
鳴
ら
し

な
が
ら
舞
台
の
柚
へ
。
客
席
を
見

る
と
周
囲
も
立
っ
て
い
る
人
で
一

杯
で
し
た
。
笑
顔
を
忘
れ
な
い
よ

う
、
一
同
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
ホ

ッ
と
し
な
が
ら
衣
裳
替
え
で
す
。

そ
の
間
に
観
客
の
中
で
サ
ー
リ
ー

を
試
着
し
て
み
た
い
人
七
名
が
舞

台
で
挑
戦
。
こ
ち
ら
も
奮
闘
し
、

無
事
午
前
の
部
は
終
了
し
ま
し
た
。

午
後
も
二
曲
踊
り
、
そ
の
ま
ま

会
場
へ
出
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
館
等

近
辺
を
歩
き
ま
し
た
。
サ
ー
リ
ー

姿
が
珍
し
く
、
話
し
か
け
ら
れ
た

り
カ
メ
ラ
に
納
ま
っ
た
り
し
ま
し

た
。＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

「
友
の
会
」
　
で
は
、
披
露
し
た

よ
う
な
舞
踊
を
練
習
し
て
い
ま
す
。

月
二
回
の
レ
ッ
ス
ン
も
手
首
の
使

い
方
等
む
つ
か
し
い
で
す
が
、
楽

し
く
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
異
文

化
に
触
れ
、
学
習
し
な
が
ら
色
々

な
イ
ベ
ン
ト
に
声
を
か
け
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
の
会
費
の
納
入

を
お
願
い
し
ま
す
。
当
協
会
の
運

営
は
皆
様
の
会
費
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
会
の
運
営
や
活

動
を
活
発
に
す
る
た
め
に
も
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

緊
品
覿
個
人
会
員

団
体
会
員

法
人
会
員

二
千
円

五
千
円

一
万
円

・
宇
治
支
店
・
普
通

預

金

＝

6

7

8

4

5

9

南
京
都
信
用
金
庫
…
本
店
・
普

通

預

金

＝

9

0

7

7

2

5

＊
い
ず
れ
も
受
取
人
は
『
宇
治

市
国
際
親
善
協
会
』
　
で
す
。



ＵＩ ＦＡニュース

平
成
十
二
年
五
月
十
八
日
か
ら

二
十
五
日
に
か
け
て
、
望
端
明
雄

宇
治
市
助
役
を
団
長
と
す
る
成
陽

市
公
式
訪
問
団
二
十
名
（
行
政
訪

問
団
…
五
名
・
市
民
訪
問
団
…
十

五
名
）
　
が
成
陽
市
な
ど
を
訪
問
し

ま
し
た
。

帰
国
後
、
訪
問
団
員
の
源
城
政

好
氏
が
訪
問
記
を
書
い
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
宇
治
市
歴
史
資
料
館

の
館
長
を
さ
れ
て
い
る
源
城
氏
は

大
の
中
国
好
き
で
、
今
ま
で
に
七

回
も
中
国
に
行
か
れ
た
こ
と
が
あ

る
そ
う
で
す
。
今
回
は
市
民
訪
問

団
と
行
動
を
共
に
さ
れ
ま
し
た
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

査
が
あ
っ
た
。
空
港
か
ら
宿
舎
ま

で
、
成
陽
市
の
計
ら
い
で
パ
ト
カ

ー
先
導
で
、
信
号
無
視
の
ハ
イ
ス

ピ
ー
ド
、
こ
ん
な
待
遇
は
じ
め
て
。

く
せ
に
な
り
そ
う
（
二
度
と
な
い

と
の
陰
の
声
）
。

五
月
二
十
日

兵
馬
桶
抗
博
物
館
・
華
清

池
・
大
雁
塔
・
隣
西
省
歴
史

博
物
館
の
見
学
。
秦
の
始
皇

帝
の
強
大
な
権
力
に
驚
き
、

玄
宗
皇
帝
と
楊
寅
妃
の
ロ
マ

ン
ス
に
夢
を
は
せ
、
七
層
の

階
段
に
息
を
切
ら
せ
、
中
国

の
歴
史
の
壮
大
な
様
に
脱
帽

で
、
そ
の
日
は
終
了
。

五
月
二
十
一
日

故
宮
見
学
、
映
画
ラ

ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
の
場

面
を
思
い
出
し
な
が
ら

感
動
。
空
路
上
海
へ
。

高
速
道
路
を
疾
走
す
る

外
車
の
多
さ
に
び
っ
く

り
。
大
都
会
上
海
は
時

間
単
位
で
変
貌
を
遂
げ

て
い
る
様
子
。
夜
は
雑

技
団
の
サ
ー
カ
ス
を
観
劇
。

茂
陵
博
物
館
を
見
学
。
私
、
こ

こ
は
二
度
目
の
は
ず
？
　
記
憶
が

よ
み
が
え
る
ま
で
三
十
分
ほ
ど
か

こ

う

び

ょ

う

か
っ
た
。
そ
の
後
、
高
店
小
学
校

滑
濱
公
園
で
友
好
記
念
碑
な
ど

を
見
学
後
、
空
路
北
京
へ
。
高
速

道
路
の
お
か
げ
で
空
港
か
ら
北
京

市
内
は
二
十
分
程
度
で
結
ば
れ
て

訪
問
を
し
た
が
、
生

徒
の
バ
ン
ド
演
奏
で

大
歓
迎
さ
れ
、
三
十

五
度
を
超
え
る
気
温

の
中
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

し
ま
っ
て
い
る
。
天
安
門
広

場
・
景
山
公
園
を
散
策
し
た

が
、
公
園
で
は
あ
ち
こ
ち
で

合
唱
練
習
、
近
々
市
民
大
会

で
も
あ
る
の
か
、
は
た
ま
た

上
海
空
港
に
少
し
遅
れ
て
到
着

し
た
。
同
じ
飛
行
機
で
成
陽
空
港

ま
で
行
き
、
そ
こ
で
入
国
手
続
き

を
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
上
海

空
港
で
パ
ス

ポ
ー
ト
検
査

が
あ
り
、
こ

れ
で
入
国
審

査
が
終
わ
っ

た
と
恩
っ
て

い
た
。
ら
、

成
陽
で
も
し
っ

か
り
入
国
審

で
歓
迎
式
典
が
あ
っ
た
が
、
四
百

名
近
い
生
徒
は
私
語
を
交
わ
す
こ

と
な
く
参
列
、
そ
の
姿
に
団
員
一

同
感
嘆
。
感
嘆
と
い
え
ば
、
授
業

も
一
ク
ラ
ス
八
十
名
近
い
状
態
で
、

整
然
と
行
わ
れ
て
い
る
の
に
び
っ

く
り
。
乾
陵
を
見
学
し
た
後
、
ホ

テ
ル
に
戻
る
と
、
成
陽
市
長
以
下

市
幹
部
の
方
が
お
出
迎
え
く
だ
さ

っ
て
い
た
。
両
市
の
エ
ー
ル
交
換

や
お
み
や
げ
交
換
後
、
歓
迎
晩
餐

会
に
ご
招
待
い
た
だ
い
た
。
古
楽

器
に
よ
る
演
奏
の
中
、
感
激
し
て

踊
り
出
す
団
員
出
現
。

流
行
現
象
か
。
夕
食
は
海
鮮
料
理
、

野
菜
を
三
皿
も
お
か
わ
り
し
た
の

は
誰
だ
。
夜
は
、
北
京
の
四
条
河

原
町
、
王
府
井
に
お
出
か
け
。
帰

り
は
人
力
車
を
連
ね
て
市
民
の
注

目
を
浴
び
る
。

五
月
二
十
二
日

万
里
の
長
城
、
こ
こ
は
新
京
極

か
と
錯
覚
す
る
程
の
観
光
客
に
囲

ま
れ
て
登
り
、
明
の
十
三
陵
の
一

つ
、
定
陵
の
地
下
宮
殿
へ
の
階
段

の
多
さ
に
閉
口
し
な
が
ら
、
夜
は

北
京
ダ
ッ
ク
を
満
喫
。

五
月
二
十
三
日

玉
仏
寺
・
人
民
広
場
・
橡
園
の

見
学
。
途
中
、
薬
局
に
立
ち
寄
り
、

少
し
疲
れ
の
出
始
め
た
体
を
ほ
ぐ

し
て
も
ら
っ
て
、
高
い
？
漢
方
薬

を
買
っ
て
、
ま
た
友
誼
商
店
に
出

向
い
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
。
店
員
二
、

三
人
を
相
手
に
、
値
切
り
た
お
し

て
い
た
の
は
誰
だ
。
夜
は
黄
浦
江

を
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
。
上
海
の
美

し
い
夜
は
、
「
更
け
ゆ
く
♪
♪
」

（
西
田
佐
知
子
風
で
）
。

五
月
二
上
海
か
ら
空
路
名
古
屋
空
港
へ
、

市
役
所
で
は
市
長
さ
ん
は
じ
め
多

く
の
方
の
出
迎
え
を
う
け
、
感
謝

感
謝
で
全
日
程
終
了
。

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

宇
治
市
役
所
に
戻
っ
て
来
ら
れ

た
訪
問
団
の
皆
様
は
疲
れ
た
様
子

も
な
く
、
大
変
お
元
気
そ
う
で
し

た
。
中
国
の
歴
史
を
肌
で
感
じ
、

日
本
と
違
っ
た
文
化
を
満
喫
さ
れ

た
こ
と
と
恩
い
ま
す
。

▼
Ｕ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ニ
ュ

ー
ス
の
編
集
に

携
わ
っ
て
一
年

余
り
に
な
り
ま

す
。
今
年
度
は
、

年
四
回
の
発
行

を
目
指
し
て
多

く
の
方
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け

る
ニ
ュ
ー
ス
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
▼
編
集
し
て

い
て
患
う
こ
と
は
、
皆
様
か
ら
の

記
事
の
提
供
が
紙
面
を
作
る
上
で

非
常
に
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

第
二
十
四
号
も
、
多
く
の
方
か
ら

お
便
り
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
楽

し
い
紙
面
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
お
便
り
を
読
ん
で
い
る
と
、

皆
さ
ん
非
常
に
自
然
体
で
国
際
交

流
を
楽
し
ま
れ
て
お
り
、
基
本
は

人
と
人
の
繋
が
り
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

多
く
の
人
に
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら

し
い
経
験
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
恩
い
ま
す
。
▼
こ
れ
か
ら
も
当

協
会
に
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
な
ど

を
数
多
く
掲
載
し
、
皆
様
と
一
緒

に
作
る
ニ
ュ
ー
ス
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。
友
好
都
市
だ
け
で
な
く
、

国
際
交
流
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど

ん
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、

ど
ん
ど
ん
当
協
会
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
増
田
）
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